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要 旨
庇 陰効果 を くわ しくしらべ るために,林 分の密度が,そ の効果 に どのよ うな影響を あたえるかを し
らべ た。カ ンレンボク(CamptothecaacuminateDecne中国原産)の 種子を3種 類の密度(49,100,
400本/m2)に 播種 した試験 区を5区 つ くり,4種 類 の異な った減光の度合(相 対照度10,24,37,57°o)
を もったサ ランネ ッ トの庇 陰格子 によって庇 陰処理を行 な った。
処理 は発芽 がそろった6月 下旬か らは じめて10月 上旬 まで106日 問っづ けた。処理 中の純生産量 は
密度 の違い にかかわ らず57°0区 が最大で,そ れ よ り庇陰の強い区では庇陰が強 くな るにしたが い減少
す る。
単位葉重量 あた りの葉面積は庇陰が強 くな るにしたがい増加す る。また本実験では密度 の高 い区 ほ
ど葉面積指数 が高 く葉 は うす くな る傾向がみ られ た。
処理中の純 生産物の各部分へ の配分の割合 は,幹 枝,葉 については密度の違い によって異な るが,
庇 陰の強 さと各部分へ の配分の割合の変 化の傾向には密度の影 響はあ まりみ られなか った。
イギ リス系 の生長解析 による耐陰性の解析 によって もとめたNARは 庇 陰が 強 くな るにしたが い減
少す る。 また 密度が高いほ どその値 は低 い。LARは 庇 陰が強 くなるに したがい増加す るが,密 度 と
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は関係がみられない。RGRは57%区 が最大値をとり,そ れより庇陰が強くなるにしたがい減少する。
対照区(100%区)を もとにしたRGRの 比較値の庇陰の強さに対す る変化には密度の違いによる差が
みとめられなかった。
ま え が き
1)4)8)
光因子 と植物群落の生長 との関係を調べようとする研究は,草 本植物について多 く行われている。
z)s)a)s)
また植物の生長の解析方法 も種 々検討 されている。 ・
ここでは,樹 木の苗木の林分を減光 したもとで育てた場合,そ の密度の違いが生産量や生態的な変
z)e)
化 にどのよ うな影響を あたえるかを しらべ る ことを 目的 と した。結果は主 にイギ リス系 の生長解析 に
よって しらべ た。
1実 験 方 法
本実験 は京都大学農学部附属演習林本部試験地で1965年 にカ ンレ ンボ ク(Camptothecaacuminate
Decne中 国原産 の落葉広葉樹)を つ かって行 なった。
巾lm,長 さ4mの 苗床 を1試 験 区と し,そ のi試 験区 内に49本/m2,100本/m2,400本/m2の3種
類の密度 に播種 した。播種は4月 中旬 に行な った。5月 下旬か ら発芽がみ られ,6月 中旬 にほぼ全 部
が発芽 した。
庇 陰処理は,緑 色サ ランネ ッ トを1,2,3,5重 にそれぞれ重ねてつ くった。1試 験区を完全 に
被 う大き さ(巾 ×長 さ×高 さ1.2m×4m×lm)の 庇 陰格子 を用いて6月26日 に処理 を行 な った。試験
区は この4種 類の庇 陰格子 によ って庇 陰 した4区 に対照 区(100°o区)を 加えて合計5区 と した。




2測 定 方 法
庇陰処理の開始時に,試 験区外に播種 したもの
から20本を掘取って,各 個体の地際直径,苗 高お
よび根,幹 枝,葉 の生重量を測定 した。









各密度区より14～20本 を掘取 って,各 個体の地際















































10月10日 に残 った苗木を掘取って最終測定を行なった。最終測定は,上 記と同 じ測定のほかに,地
上部分を高さ10cmご との層別に分けて葉と幹枝の重量を測定 した。最終測定の結果は表一3に示す通
りで ある。
























区は49本/m2区 にくらべて個体の重さは約1/4で ある。 しか し面積あたりの現存量は,400本/m2区 が
49本/m2区 の約2倍 である(表 一3)。一般に初期植栽密度に差があっても,十 分な時間が経過すれば
ほぼ一定の現存量に達す るとされている。 したがって,本(の)実験ではまだ現存量一定の状態に達 してい



































指数 は2.1～6.2で,草 本の同様 な





と葉面積 比(LAR)に 分解 して,



























RGRと 相対 照度 の関係は,密
度 の違 いにかかわ らず57°0区 に最
大値を もつ 曲線で示 され る(図 一4)。
NAR,LAR,RGRと密度の対数
値 との関係 は図一5の通 りで ある。
NARは 密度の 高 い区の 値が低い
値を しめす。LARは 光が減少す
るにしたが い増加す るが,密 度 と
は特に関係がみ られない。 シマ ト
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ネ リコで調べ られた結果 も同様 な傾 向がみ られ る(ユの)。
RGRと 密度 との関係 は,NARと 密 度 との関係の影響 をつよ く受 けて,密 度の高 い区の値 が低 くな
る傾向を しめ してい る(図 一5)。
対照区(100%区)内 の各密度区 のRGRの 値を もとに した各庇 陰区内の各 密度区のRGRの 相対 値
と相対照度の関係は,こ の実験の密度の範 囲内ではほ とん ど密度の違 いに よる差がみ と8)ら れなか っ
た(図 一6)。 したがって,RGRと 相対 照度の関係か ら推定 される最適 照度や個休の補償点 は,3種 類
の密度区 ともほぼ同 じ値を示す もの と考 え られ る。
あ と が き
こ こでは,主 に庇陰 の強 さの違 いによる生長 量の変化 や,各 部分 の割合 の変 化等 が密度 のちがいに
よって どの よ うな影 響を うけるかを しらべ た。
実験設定上,密 度要 因について の資料 が少 なか ったため,密 度 の違 いによ る変化の傾 向を明 らかに
す る ことは 出来 なか った。 しか し庇 陰による生長率(RGR)の 変 化を比較す る場合に,対 照区(100%
区)を もとに した相対 値で比較す れば,こ こで実験を行な った密度範 囲(49～400本/m2)で は,ほ と
ん ど密 度の違 いによる差がみとめられ なか った。
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Résumé
   A forest tree seedlings  (CamPtotheca acuminata Decne) were grown under five different 
light intensities varied by mean of saran screens. The light intensity in plot decreased to 
10, 24, 37 and 57 percent of full daylight. 
   Either shaded or  fulldaylight plot consisted of three different spacing blocks i. e. 49 100 
and 400 seedlings per square meter (Table 1, 2). Seedlings were shaded from late June to 
early October (106 days). 
   The results were as follows. 
   1. The maximum value of net production is observed in 57 percent (R.L.I.) plot  irresp-
      ective of density. (Table 3) 
   2. The maximum value of leaf area index is observed in 57 percent plot irrespective of 
      density (Table 3)
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3. The net assimilation ratio rises as the relative light intensity increases, and the net 
   assimilation of higher density block is lower than that of lower density block. (Fig. 4, 5) 
4. The leaf area ratio decreases as the light intensity increases. It seems that the leaf 
   area ratio have no correlation to the stand density under various light intensity (Fig. 4,5) 
5. The relation of relative RGR (relative values of RGR of shaded plots to fulldaylight 
   plot) of each block to the relative light intensity was observed almost the same 
   inclination. (Fig. 6)
